
 

 

 

 今年の春の「毎日新聞」の自然環境の特集のページをコピーして紹介します。目を通してください。平成の３０年間でこれだけ地球が壊れてきているのです。大きな新聞紙をバラバラにスキャンしてくっつ

けたものなので、少し醜いと思いますが勘弁してくださいね。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

拡大して詳しく見てくださいね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ASSETS OF OUR LIVES 2019年 08月 00日 第 33巻 18号 ≪確かな知識を身につけ・豊かな感受性を持ち・充実した人生の実現を≫  

現代を学ぶ 志 成 館 

平成の３０年間は「地球環境問題」については、とても悲惨な３０年間であったと言えるかもしれません。しかしこの後はもっとひどい時代が来るかもし得ません。

心して日々を送ってください。環境問題は他人事ではないのです。歌や踊りやゲームやスポーツに明け暮れないで、真剣に自然や社会を学ぶ時なのです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ちなみに、この新聞記事の一部分をまとめるだけで、夏休みの課題の「自由研究」は十分です(笑)。これに、20年前のクリントン

大統領の時の副大統領であったアル・ゴアさんの「不都合な真実【新旧２冊あります】」を加えれば、時代にあった素晴らしい自由 

研究になるでしょう。 
 



恐るべきプラスチックごみの量です 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


